
大川水系・沢海川水系・井田大川水系河川整備基本方針

流域と河川の概要
治水計画の概要

正常流量検討の概要
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流域界

河川

井田大川流域

沢海川流域

大川流域
静岡県

大川・沢海川・井田大川流域位置図

流域の概要
（土肥観測所：気象庁）
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平均1,780㎜

参考：全国平均1,683㎜

（松崎観測所：気象庁）
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平均16.2℃

参考：全国平均14.1℃

気 候

地形・地質・河道特性

大川は達磨山や金冠山等を含む稜線の西側斜面に源を発し、北山川や下椎木川といった
普通河川と合流しながら西流する。井田大川は真城山北西部の斜面に源を発し、普通河
川である井田大川右支川と合流しながら西流する。沢海川は沼津市戸田に源を発し西流
する。それぞれが駿河湾に注ぐ二級河川である。

おおかわ

大川

い た おおかわ

井田大川

たくみ がわ

沢海川

中起伏火山地

流域地形分類図

達磨山

金冠山

低位砂礫台地

おおかわ

大川

い た おおかわ

井田大川

たくみ がわ

沢海川

井田火山噴出物

達磨火山噴出物

達磨山

金冠山

水系・河川名 県管理区間 流域面積

大川 3.27km 18.0km2

沢海川 0.35km 1.0km2

井田大川 0.78km 3.6km2

大起伏火山地

流域地質図
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大川の河床勾配は、上流区間が1/26～1/21、中流区間が1/65～1/43、下流区間が
1/100、沢海川の河床勾配は、上流区間が1/8、中流区間が1/18、下流区間が1/29、井田
大川の河床勾配は、上・中流区間が1/10 、河口・下流区間が1/55～1/33 と、いずれもの
急峻な河川である。

河川縦断勾配

大川流域の上流から中流は、火山地（大起伏火山地、中起伏火山地）が分布し、下流は谷底平
野を流れ駿河湾に流入している。井田大川及び沢海川流域は、伊豆半島北部の駿河湾に面し
た「達磨火山地」内にあり、周囲は火山山地となっている。また、大川、沢海川は新第三紀湯ヶ
島層群に対比される安山岩や凝灰岩、井田大川は井田火山噴出物の輝石安山岩類および凝
灰角礫岩などが基盤を形成し、その上位に達磨山や井田など形成時代の比較的新しい火山岩
が基盤を被覆して分布している。

大川・沢海川・井田大川 観測所

流域の平均年降水量は約
1,780mmで全国平均1,683mmと
比べて約100㎜多い値である。
平成15年には、時間雨量129㎜
の大雨が発生している。
年平均気温は約16.2℃で全国
平均14.1℃に比べて約2.0℃高
い値を示しており、温暖な気候
である。

土肥（気象庁）

松崎（気象庁）

流域と河川の概要（１）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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出典：国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ（国土交通省国土政策局国土情報課）, 国土地理
院地図・空中写真閲覧サービス

人口・世帯数の推移

近年の人口・世帯数は減少傾向
にあり、過疎化が進行している。
年齢別人口の割合は、老年（65
歳以上）人口の割合が増加してい
る。

戸田港を中心に行われる「漁業」
が産業の中心で「タカアシガニ」
に代表される深海魚が名物と
なっている。そのほか、「宿泊業・
飲食サービス業」も盛んである。

産業別人口構成の変遷（戸田地区）

第一次産業

出典：平成22年国勢調査

産業大分類別就業者数（戸田地区）

出典：戸田ガイドブック、JA伊豆の国HP

出典：静岡新聞社公式サイト@S［アットエス］
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出典：各年4月1日現在の住民基本台帳人口

出典：各年の国勢調査

H21

大川流域に占める山林の割合は約90%であり、宅地は
1.2%で主に中下流域に分布している。土地利用が「水
田」から「宅地」に変化している。
井田大川、沢海川流域とも、山林が大部分を占め、海岸
近くの下流のごくわずかな低地に宅地が分布している。

大川

井田大川

沢海川

大川

井田大川

沢海川

関係法令

産業

平成22年の生産人口は約53%で、年々減少しており、労
働力の低下が懸念される。 流域の産業別人口構成は、
平成7年以降はほぼ変化していない。

第三次産業

保安林の指定状況

砂防指定地の指定状況

歴史 【江戸末期のロシアとの和親条約改訂とヘダ号建造】
■安政年間、来日中のロシア使節プチャーチン提督は、安
政東海大地震（1854年）の被害により、座乗艦ディアナ号
を失い、代艦建造地の戸田に滞在していた。

■大行寺にはヘダ号建造時の船大工で、後に造船技術者
として活躍した上田寅吉の墓がある。

■現在でも、戸田とロシアの交流は続いている。

出典：沼津市HP（沼津の文化財）

【大川流域・沢海川流域及び井田大川流域の遺跡・古墳】
遺跡・古墳名 所在地 時代 出土品など その他

丸塚古墳群 井田萩原536 古墳後期 円墳、壷、勾玉など

井田遺跡 井田 弥生 土器

井田松江古墳 井田松江山974 古墳後期 円墳、直刀、平瓶など
H7/3/20
県指定（史跡）

井田松江南古墳群 井田 不明

沢海古墳群 戸田沢海2762 古墳後期 円墳、石室

沢海遺跡 戸田沢海7,8,19番地内 不明 土師器片、土錘など

根岸古墳群 鬼川洞2898 不明 鉄鏃、金環など

出典：沼津市HP（沼津の文化財）、静岡県統合基盤地理
情報システム（文化財保護課埋蔵文化財）

流域と河川の概要（２）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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治水の概要
昭和36年の梅雨前線による洪水による被害が甚大で、その後に
整備が実施された。近年、大きな被害は発生していない。

■過去の主要水害

出典：「戸田村100年、戸田村村制施行100周年記念行事実行委員」
部田神社付近の被災状況

（昭和13年大洪水）

大川左岸の破壊された堤防
（平戸橋下流：昭和13年大洪水）

年月日 事象 災害内容及び被災状況
1707年10月4日
（宝永4年）

宝永地震・津波
下田を除く伊豆地方全体で、家屋の流失204戸、家財道具の流失221戸、廻船9隻破
損、漁船53隻流失。死者ゼロ。津波の高さは内浦で2m程度と想定される。

1854年12月23日
（安政元年）

安政東海地震・津波
総戸数593戸のところ、流失24戸、潰家81戸、大破33戸の被害を受け、そのため30
人の水死が出た。津波の高さは大浦3.5～5.1m、井田3m以下と考えられている。ま
た古記録によると大浦での津波の到達時間は、地震の発生後5分以内であった。

昭和13年6月29日 大洪水 漁家6戸、網納屋5棟が破損、床上浸水14戸。無動力船10隻が破損。死者1名

昭和16年7月21日 大洪水
田方郡（沼津市戸田地区を含む）、沼津市、三島市 等
床上浸水1,880戸、床下浸水2,775戸。

昭和36年6月28日 集中豪雨
大川堤防決壊し、家屋の流失21戸、全半壊29戸、床上浸水366戸、床下浸水177
戸、農地の崩壊50町歩の被害を受けた。

大川 沢海川 井田大川

昭和13年 大洪水

昭和13年～15年 堰堤工、護岸工

昭和16年 大洪水

昭和16年～18年
堰堤工、床固
工、護岸工

昭和22年～23年 床固工、護岸工

昭和23年
集中豪雨
（大川）

昭和24年
集中豪雨
（大川）

昭和25年～26年
床固工、護岸工
（災害復旧）

昭和28年
集中豪雨
（井田大川）

護岸工
（災害復旧）

昭和34年
集中豪雨
（大川）

床固工
（災害復旧）

昭和36年
集中豪雨
（大川、井田大川）

昭和36年～37年
堰堤工、護岸工
（災害復旧）

昭和37年～38年
護岸工、流路工
（災害復旧）

昭和42年～44年 堰堤工

昭和57年～58年 堰堤工

昭和60年～61年 流路工、護岸工

昭和63年～平成3年 堰堤工

平成10年～13年 護岸工、堰堤工

整備事業
年代 災害
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右岸

左岸

港橋 大川橋
熊野橋、

新熊野
橋

平戸橋 さくら
橋

椎木橋 宝金
橋

 

井田大川
井田橋（県道）井田橋（市道）

河川の流下能力

■過去の主要水害

津波の概要

流域界

大川

沢海川

井田大川

1.0k

流域界

大川

沢海川

井田大川

1.0k

沢海川
設計津波の水位
（T.P.+5.3m)

最大クラスの津波（L2）計画津波（L1）

■想定される浸水域

計画津波（Ｌ１）に対し、戸田漁港海岸（御浜地
区～沢海地区）周辺で30.3ha、井田漁港海岸
周辺で2.3haの浸水が想定されている。
最大クラスの津波（Ｌ２）に対し、戸田漁港海岸
（御浜地区～沢海地区）で42.0ha、井田漁港海
岸周辺で3.3haの浸水が想定されている。

現況施設高
（T.P.+5.0m)

設計津波の水位
（T.P.+5.9m)井田大川

大川

現況施設高
（T.P.+2.0m)

設計津波の水位
（T.P.+5.3m)

※施設なし

大川河口

沢海川河口

井田大川河口

流域と河川の概要（３）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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河川利用

水利権及び漁業権は設定されていないが、大川に農業用水の取
水が2ヶ所でおこなわれている。
大川では川沿いに農村公園やウォーキングコースが整備され、春
の時期には桜を楽しみながら川沿いを散歩することができる。沢
海川及び井田大川については、特に河川空間の利用はされてい
ない。

取水箇所 親水公園

水質

水生生物

類型AA
相当

類型A
相当

類型B
相当

達成基準
なし

環境基準は設定されていないが、水質は概ね
良好である。

BOD
mg/l

SS
mg/l

DO
mg/l

大腸菌群

MPN/100
ml

井田大川 0.5 2 10.2 2,200

沢海川 1.3 9 9.7 3,300

大川（上流） 0.6 2 10.4 1,700

大川（下流） 0.8 1 10.2 11,000

大川の３地点（河口・下流部、中流部、上流部）
で魚類調査を行った結果、魚類：21種、底生動
物：20種が確認された。同じく沢海川では 魚類
3種、底生動物8種、井田大川では底生動物が
7種確認された。重要種としては、ニホンウナギ、
ヒメハゼ、アマゴが確認された。
なお、井田大川では魚類の生息が確認できな
かった。

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

1 イシマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 カノコガイ ○

3 盤足目 カワニナ科 カワニナ ○ ○ ○ ○

4 新腹足目 オリイレヨフバイ科 アラムシロガイ ○

5 マルスダレガイ目 マルスダレガイ科 アサリ ○ ○

6 ワラジムシ目 ミズムシ科（甲） ミズムシ（甲） ○

7 ヤマトヌマエビ ○ ○ ○ ○

8 ヒメヌマエビ ○

9 トゲナシヌマエビ ○ ○

10 ミゾレヌマエビ ○

11 ヌマエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ヒラテテナガエビ ○ ○ ○ ○ ○

13 テナガエビ ○ ○

14 ザラテナガエビ ○

15 イソスジエビ ○

16 スジエビ ○

17 スジエビモドキ ○

18 ユビナガホンヤドカリ ○

19 ホンヤドカリ ○ ○

20 サワガニ科 サワガニ ○

21 モクズガニ ○ ○ ○ ○ ○

22 ケフサイソガニ ○

23 イソガニ ○

モクズガニ科

ホンヤドカリ科

テナガエビ科

ヌマエビ科

アマオブネガイ科アマオブネガイ目

エビ目

No.

中流 上流

文献

下流

種名科名目名

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

1 ワラジムシ目 ミズムシ科（甲） ミズムシ（甲） ○

2 ヤマトヌマエビ ○ ○ ○

3 トゲナシヌマエビ ○

4 ヌマエビ ○

5 テナガエビ科 ヒラテテナガエビ ○ ○ ○

6 サワガニ科 サワガニ ○ ○ ○

7 モクズガニ科 モクズガニ ○ ○ ○

No. 種名科名目名

中流 上流

エビ目

ヌマエビ科

No. 目名 科名 種名
H28.5

現地調査
H28.10

現地調査

1 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 イシマキガイ ○ ○

2 盤足目 カワニナ科 カワニナ ○

3 ヒメヌマエビ ○

4 トゲナシヌマエビ ○

5 ヌマエビ ○ ○

6 ヒラテテナガエビ ○ ○

7 テナガエビ ○

8 モクズガニ科 モクズガニ ○ ○

テナガエビ科

ヌマエビ科

エビ目

※魚類は確認できず

水質調査箇所

井田大川

沢海川

大川

○アマゴ（サツキマス）
環境省：準絶滅危惧(NT)
静岡県：分布上注目種

○ニホンウナギ
環境省：絶滅危惧ⅠＢ類

■重要種

大川

井田大川

沢海川

大川

井田大川

沢海川

No. 目名 科名 種名
H28.5

現地調査
H28.10

現地調査

1 スミウキゴリ ○ ○

2 シマヨシノボリ ○

3 ルリヨシノボリ ○

スズキ目 ハゼ科

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

H28.5
現地調査

H28.10
現地調査

環境省 静岡県

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ○ 絶滅危惧ⅠB

2 カワムツ ○ ○ ○ ○ ○

3 アブラハヤ ○ ○

4 アユ科 アユ ○ ○ ○ ○ ○

5 サケ科 サツキマス（アマゴ） ○ ○ ○ 準絶滅危惧種 分布上注目種

6 カサゴ目 フサカサゴ科 カサゴ ○

7 スズキ科 スズキ ○

8 シマイサキ科 コトヒキ ○

9 メジナ科 メジナ ○

10 ボラ科 ボラ ○ ○ ○

11 ボウズハゼ ○ ○ ○ ○

12 ミミズハゼ ○ ○ ○

13 ドロメ ○ ○

14 スミウキゴリ ○ ○

15 クモハゼ ○

16 ヒナハゼ ○ 部会注目種

17 シマヨシノボリ ○ ○

18 ルリヨシノボリ ○ ○ ○ ○

19 クロヨシノボリ ○

20 ゴクラクハゼ ○ ○

21 カワハギ科 カワハギ ○

22 フグ科 クサフグ ○ ○

ハゼ科

コイ科

フグ目

スズキ目

サケ目

コイ目

重要種

No.

中流 上流

文献

下流

種名科名目名

○ヒナハゼ
静岡県：部会注目種

流域と河川の概要（４）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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■平面計画：現況河道内での対応となるため、平面形状は現況河道と同様とする。

１．計画諸元

基本高水のピーク流量は、既往洪水や河川の規模、流域内の資産・人口
等を踏まえ、年超過確率1/30の規模の降雨による洪水を対象とする。

大川：さくら橋基準地点において270m3/sとし、これを河道に配分する。
沢海川：河口基準地点において25m3/sとし、これを河道に配分する。
井田大川：井田橋基準地点において55m3/sとし、これを河道に配分する。

(大川)
計画高水流量はさくら橋及び
河口において270m３/sとする。

基本高水のピーク流量等一覧表（単位：m3/s）

計画流量配分図

主要な地点における計画高水位及び計画横断形に関わる概
ねの川幅は、次表のとおりとする。

（3）主要な地点における計画高水位及び
計画横断形に関わる川幅に関する事項

（2）主要な地点における計画高水流量に関する事項

（1）基本高水並びにその河道への配分に関する事項

単位:m3/s ■：基準地点 ●：主要地点 （注） T.P.：東京湾中等潮位、※計画津波水位

(沢海川)
計画高水流量は
河口において25m
３/sとする。

65駿
河
湾

55

■

井
田
橋

0.02㎞
0.40㎞

単位:m
3
/s

■河口

25

単位：m3/s

凡例

　■：基準地点

駿
河
湾

河川名 基準地点
基本高水の
ピーク流量

河道への

配分量

大川 さくら橋 270m3/s 270m3/s

沢海川 河口 25m3/s 25m3/s

井田大川 井田橋 55m3/s 55m3/s

(井田大川)
計画高水流量は井田
橋で55m３/、さらに河口
において65m３/sとする。

大川
水系

沢海川
水系

井田大川水
系

計画規模
年超過確率

１/30

年超過確率

１/30

年超過確率

１/30

計画降雨
(時間雨量)

73.1mm 73.1mm 73.1mm

洪水到達
時間

さくら橋
48.0分

河口
19.3分

井田橋
31.8分

計画
基準点

さくら橋
地点

河口
地点

井田橋
地点

２．河川整備の基本となる事項

３．河道計画 ４．津波対策

●河口 ■

単位：m3/s

凡例

　■：基準地点

　●：主要地点

駿
河
湾

270270

さくら橋

３．河道計画

井田大川代表断面
（0.38k）

沢海川代表断面
（0.04k）

大川代表断面
（0.15k）

洪水処理方式は、河道改修による。

■縦断計画：帯工にあわせた計画河床高付近ま

で河床掘削をおこなうとともに、計画高水位を

現況護岸高以下となるように設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、

堤防高不足区間は堤防嵩上げで対応する。

■環境への配慮：澪筋や瀬・淵、砂州などの多

様で変化のある河床の形状を保全する。

■縦断計画：落差工水通し部を掘下げ、計画高水位＋余裕高が現況護岸高以下とな

るように設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、堤防高不足区間は堤防嵩上げで対応

する。右岸側は余裕高が不足するが山付きであることから嵩上げをおこなわない。

■環境への配慮：河床の防護と土砂の適度な移動・堆積が両立できる構造

■縦断計画：計画高水位は現況の堤内地盤高程度とし、不等流

計算にて算出した水位を包括する高さで設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、堤防高不足区間

は堤防嵩上げで対応する。

河川名 地点名
河口からの

距離
(km)

計画
高水位
（T.P.m)

川 幅
(m)

大川 さくら橋 1.49 22.667 28.8

河口 0.0 5.300※ -

沢海川 河口 0.0 5.300※ 5

井田
大川

井田橋 0.43 18.549 10.5

河口 0.0 5.900※

■年最大時間雨量（三島測候所） ■静岡県における計画規模決定の手順並びに指標

評価指標 各指標の上限値 大川
沢海
川

井田
大川

基準重要度C級 1/30 1/50 1/100

指標

基準重要度D級 1/30 1/50

流域面積（km2） 50 600
600
以上

18.0 1.00 3.56

氾濫区域面積（ha） 1,000 20,000
20,000
以上

98 0.02 16

想氾
区域

人口（千
人）

30 250
250
以上

2.2 0.12 0.3

資産（億
円）

300 30,000
30,000
以上

441 24.3 65

 河川津波対策に関しては、静岡県第４次地震被害想定に基づく「レ

ベル１の津波」を「計画津波」とし、「計画津波」に対して人命や

財産を守るため、地域特性を踏まえて行う海岸等における防御と一

体となって、津波災害を防御する。

 発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす

「最大クラスの津波」に対しては、施設対応を超過する事象として、

住民等の生命を守ることを最優先とし、関係自治体との連携により、

土地利用、避難施設、防災施設などを組み合わせた津波防災地域づ

くり等と一体となって減災を目指す。

 「計画津波」対策の実施にあたっては、地域特性を踏まえ、海岸利

用や景観に配慮するものとする。

治水計画の概要（１）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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○大川

落差工 大川橋 熊野橋

新熊野橋 落差工

平戸橋

落差工

さくら橋 落差工

落差工

椎木橋

落差工

落差工

宝金橋

落差工

落差工

落差工
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標
高
（
T
P
m
）

追加距離(m)

現況護岸高（左岸）
現況護岸高（右岸）
計画堤防高
計画河床高
橋梁桁下高
HWL
現況河床高

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

大
川
橋

熊
野
橋

新
熊
野
橋

平
戸
橋

さ
く
ら
橋

椎
木
橋

宝
金
橋

大川代表断面
（0.15k）

■縦断計画：帯工にあわせた計画河床高付近まで河床掘削をおこな

うとともに、計画高水位を現況護岸高以下となるように設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、堤防高不足区間は堤

防嵩上げで対応する。

■環境への配慮：澪筋や瀬・淵、砂州などの多様で変化のある河床

の形状を保全する。

県管理区間

3270

計画高水流量
270m3/s

計画高水流量
210m3/s

治水計画の概要（２）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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○沢海川

コンクリート橋

（たくみ橋）

落差工
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標
高

（T
P
.0
）

追加距離(m)

現況護岸高（左岸）

現況護岸高（右岸）

計画堤防高

計画河床高

橋梁桁下高

HWL

最深河床高

落
差
工

た
く
み
橋

沢海川代表断面
（0.04k）

■縦断計画：計画高水位は現況の堤内地盤高程度とし、不等流計算

にて算出した水位を包括する高さで設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、堤防高不足区間は堤

防嵩上げで対応する。

県管理区間

計画高水流量
25m3/s

治水計画の概要（３）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系



井
田
橋

落差工 落差工

落差工 落差工

井田橋

落差工

落差工

落差工

落差工

落差工

井田橋

落差工

落差工
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追加距離(m)

現況護岸高（左岸）

現況護岸高（右岸）

計画堤防高

計画河床高

橋梁桁下高

HWL

最深河床高

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

落
差
工

井
田
橋

－ 8 －

○井田大川

井田大川代表断面
（0.38ｋ）

■縦断計画：落差工水通し部を掘下げ、計画高水位＋余裕高が現況護岸高以下となるよう

に設定する。

■横断計画：現況河道内での対応を基本とし、堤防高不足区間は堤防嵩上げで対応する。

右岸側は余裕高が不足するが山付きであることから嵩上げをおこなわない。

■環境への配慮：河床の防護と土砂の適度な移動・堆積が両立できる構造

県管理区間

780

現況護岸高（左岸）

現況護岸高（右岸）

計画堤防高

計画河床高

橋梁桁下高

HWL

最深河床高

計画高水流量
65m3/s

計画高水流量
55m3/s

治水計画の概要（４）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系



0.04k

A 区間 

B 区間 

井田大川

■■ 

市道井田橋

河口 ● 

C 区間 

0.74k

0.43k

河川区分と代表地点

必要流量検討項目

検討項目 河川の状況 検討の必要性

1 動植物の生息地又は生
育地の状況

流量の減少により生息、生育環境に影響するため
検討を要する。

○

2 景観
流量の減少により、河川景観への影響が想定さ
れるため検討を要する。

○

3 流水の清潔の保持
環境基準の類型指定はない。現況の水質が良好
で将来的にも汚濁負荷量の増加が予想されない。

×

4 舟運 舟運は行われていない。 ×

5 漁業 現在は漁業権がなく、漁業は行われていない。 ×

6 塩害の防止 感潮区間では取水が行われていない。 ×

7 河口閉塞の防止
河口部に砂礫の堆積はあるが、30cm超の玉石の

堆積であり、渇水時の流量確保での対応は不可
のため、設定しない。

×

8 河川管理施設の保護 流量減により支障をきたす施設はない。 ×

9 地下水位の維持
過去渇水時にも被害は生じていないため必要流
量は設定しない。

×

大川

井田大川

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

河　川 設定根拠

A区間
約0.26ｋ～約0.62ｋ
（大川橋～熊野橋）

河床勾配：1/100
河床材料：粗礫

B区間
約0.62ｋ～約2.25ｋ
（熊野橋～椎木橋下流落差工）

河床勾配：1/65～1/43
河床材料：玉石

C区間
約2.25ｋ～約3.27ｋ
（椎木橋下流落差工～管理区間上流端）

河床勾配：1/100
河床材料：粗礫

A区間
約0.04ｋ～約0.15ｋ
（たくみ橋～0.15地点）

河床勾配：1/29～1/18
河床材料：コンクリート張り

B区間 約0.15ｋ～約0.27ｋ
河床勾配：1/18～1/8
河床材料：巨礫

C区間
約0.27ｋ～約0.35ｋ
（0.27地点～理区間上流端）

河床勾配：1/8
河床材料：コンクリート張り

A区間
約0.02ｋ～約0.14ｋ
（河口～0.14地点）

河床勾配：1/43
河床材料：コンクリート張り

B区間 約0.14ｋ～約0.70ｋ
河床勾配：1/55～1/17
河床材料：玉石、巨礫

C区間
約0.70ｋ～約0.78ｋ
（県道井田橋～理区間上流端）

河床勾配：1/18
河床材料：巨礫

大川

沢海川

井田
大川

区　　間

表 河川区分

沢海川

表 低水管理上の代表地点

表 必要流量の検討項目

河川 代表地点 距離 代表地点設定理由
大川 さくら橋 1.49k 感潮区間に当たらず、基準点（案）である
沢海川 たくみ橋 0.04k 感潮区間に当たらず、基準点（案）である
井田大川 市道井田橋 0.43k 感潮区間に当たらず、基準点（案）である

正常流量検討の概要（１）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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項目別必要流量の検討（動植物の生育地の状況）

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

表 魚類からみた必要流量表 代表魚種の選定

魚類 河川区分 瀬との係わり等
アユ 大A、B 瀬に産卵、生息・移動する
ボウズハゼ 大B 瀬に産卵する
ヨシノボリ類 大B、C、沢海、井田大 瀬で産卵する
アブラハヤ 大C 瀬に産卵する
アマゴ 大C 瀬に生息・移動する

表 月別の代表魚種の移動に必要な水深・流速と必要流量

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 水深条件

アユ産卵

アユ移動

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
水
深

◀40cm

◀30cm

◀20cm

◀10cm

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 流速条件
アユ産卵

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
流
速

◀60cm/s

◀50cm/s

◀40cm/s

◀30cm/s

◀20cm/s

◀10cm/s

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 水深条件

アユ産卵

ボウズハゼ、

ヨシノボリ類産卵

アユ移動

ボウズハゼ、ヨシノボリ類移動

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
水
深

◀40cm

◀30cm

◀20cm

◀10cm

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 流速条件
アユ産卵

ボウズハゼ、

ヨシノボリ類産卵

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
流
速

◀60cm/s

◀50cm/s

◀40cm/s

◀30cm/s

◀20cm/s

◀10cm/s

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 水深条件

ヨシノボリ類産卵

アマゴ移動（アマゴ産卵10～11月）

アブラハヤ、ヨシノボリ類移動（アブラハヤ産卵3～8月）

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
水
深

◀40cm

◀30cm

◀20cm

◀10cm

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 流速条件

アマゴ産卵

ヨシノボリ類産卵

アブラハヤ産卵

月 10

大
川

代
表
魚
種
の
流
速

◀60cm/s

◀50cm/s

◀40cm/s

◀30cm/s

◀20cm/s

◀10cm/s

A

A

B

B

C

C

■ 大川

■ 沢海川・井田大川

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 水深条件

ヨシノボリ類産卵

ヨシノボリ類移動

月 10

井
田
大
川

代
表
魚
種
の
水
深

◀40cm

◀30cm

◀20cm

◀10cm

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 流速条件

ヨシノボリ類産卵

月 10

井
田
大
川

代
表
魚
種
の
流
速

◀60cm/s

◀50cm/s

◀40cm/s

◀30cm/s

◀20cm/s

◀10cm/s

流量 流速
15 - 0.155 0.66 - 1～10月上旬
30 60 0.796 1.077 0.113 10月下旬～12月
15 - 0.163 0.603 0.00003 1～4月
20 10 0.403 0.775 - 5～8月
15 - 0.163 0.603 0.161 9～10月上旬
30 60 1.293 1.184 - 10月下旬～12月

- 0.00004 1～2月
5 0.0001 3～4月

20 10 0.404 1.335 - 5～8月
- - 9月
30 0.001 10～11月
- - 12月

10 - 0.264 1.365 - 1～4月
20 10 1.401 2.601 0.0003 5～8月
10 - 0.264 1.365 - 9～12月
10 - 0.095 0.837 - 1～4月
20 10 0.486 1.478 0.00003 5～8月
10 - 0.095 0.837 - 9～12月
10 - 0.472 2.526 - 1～4月
20 10 1.764 4.14 0.0002 5～8月
10 - 0.472 2.526 - 9～12月
10 - 0.805 1.059 - 1～4月
20 10 2.62 1.671 0.002 5～8月
10 - 0.805 1.059 - 9～12月
10 - 0.089 0.673 - 1～4月
20 10 0.567 1.069 0.0001 5～8月
10 - 0.089 0.673 - 9～12月
10 - 0.048 0.797 - 1～4月
20 10 0.303 1.626 0.0001 5～8月
10 - 0.048 0.797 - 9～12月

河川 河川区分 検討地点 勾配
必要水深
（cm）

必要水深から算出
した流量・流速 時期

A 0.3k 1/100

必要流速
から算出
した流量

必要流速
（cm/s）

1/521.485kB

1/212.8kC

15

15

0.188 1.102

0.188 1.102

0.04k 1/43

0.43k 1/33

0.74k 1/18

井田大川

大川

A

B

C

0.34k 1/8

沢海川

A 0.06k 1/18

B 0.16k 1/18

C

アマゴ

アユ

ボウズハゼ

0.04k

A 区間 

B 区間 

井田大川

■■ 

市道井田橋

河口 ● 

C 区間 

0.74k

0.43k

大川

井田大川沢海川

正常流量検討の概要（２）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

項目別必要流量検討（景観）

大川

井田大川

沢海川

0.04k

A 区間 

B 区間 

井田大川

■■ 

市道井田橋

河口 ● 

C 区間 

0.74k

0.43k

凡例 
流域界 
県管理河川 

■ 代表地点 
■ 基準地点 
● 主要地点 
● 魚類

河川 河川区分 検討地点
水面幅①

(m)

必要水面幅
①×0.2
(m)

必要流量
(㎥/s)

A 0.6k 23 4.6 0.088
B 1.1k 32.2 6.4 0.173
C 2.3k 30.8 6.2 1.524
A 0.06k 4.4 0.9 0.004
B - - - -
C 0.34k 5 1.1 0.007
A 0.04k 12 2.4 0.001
B 0.43k 11 2.2 0.055
C 0.74k 10.5 2.1 0.215

大川

沢海川

井田大川

表 景観からの必要流量

0.3k

1.485k

2.8k

大川
Ａ区間

大川
Ｂ区間

大川
Ｃ区間

■ 大川

沢海川
Ａ区間

沢海川
Ｃ区間

0.06k

0.34k

■ 沢海川

井田大川
Ａ区間

井田大川
Ｂ区間

井田大川
Ｃ区間

0.04k

0.43k

0.74k

■ 沢海川

正常流量検討の概要（３）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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正常流量 維持流量 必要流量（生物） 必要流量（景観）

•低水管理上の目標流量として、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」を対象とし、必要流量を検討。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.0

m
3
/
s
e
c

距離標(㎞)

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

正常流量
1.527m3/s

A区間維持流量

0.155m3/s

B区間維持流量

0.403m3/s

C区間維持流量

1.524m3/s

北
山
川

下
椎
木
川

維持流量の検討結果

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40

m
3
/
s
e
c

距離標(㎞)

Ａ区間 Ｂ区間

正常流量

1.764m3/s

A区間維持流量

1.401m3/s

B区間維持流量

0.486m3/s

Ｃ区間

C区間維持流量

1.764m3/s

区間 項目 1月～4月 5月～8月 9月～12月

Ａ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.805 2.620 0.805

景観 0.001

区間別維持流量 0.805 2.620 0.805

Ｂ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.089 0.567 0.089

景観 0.055

区間別維持流量 0.089 0.567 0.089

Ｃ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.048 0.303 0.048

景観 0.215

区間別維持流量 0.215 0.303 0.215  

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0.00 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60 0.70 0.80

m
3
/s
e
c

距離標(㎞)

Ａ区間 Ｂ区間

正常流量

2.620m3/s

A区間維持流量

2.620m3/s

B区間維持流量

0.567m3/s

右
支
川

Ｃ区間

C区間維持流量

0.303m3/s

区間 項目 1月～4月 5月～8月 9月～12月

Ａ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.264 1.401 0.264

景観 0.004

区間別維持流量 0.264 1.401 0.264

Ｂ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.095 0.486 0.095

景観 ‐

区間別維持流量 0.095 0.486 0.095

Ｃ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.472 1.764 0.472

景観 0.007

区間別維持流量 0.472 1.764 0.472

区間 項目 1月～4月 5月～8月 9月～ 10月中～12月

Ａ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.155 0.796

景観 0.088

区間別維持流量 0.155 0.796

Ｂ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.163 0.403 0.163 1.293

景観 0.173

区間別維持流量 0.173 0.403 0.173 1.293

Ｃ区間 動植物の生息地または生息地の状況 0.188 0.404 0.188

景観 1.524

区間別維持流量 1.524

井田大川

沢海川

大川

正常流量設定の課題

正常流量設定に向けた今後の取り組み

大川

沢海川

井田大川

正常流量検討の概要（４）
【静岡県】 大川水系、沢海川水系、井田大川水系
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